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	講座№　10016
講座名　「　いまを見立てること、育ちを読みとること　～　アセスメントの力量を高めるために　～　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          

	お勧め文
	児童・青年期ケースのアセスメントには、いくつかの観点があります。たとえば、児童・青年の示す問題の原因や背景を、養育環境や乳幼児期体験など、「育ち」に注目して読み解こうとする観点があります。あるいは、多くの機関や職種が関わるような複雑困難ケースでは、過去の出来事よりも、とにかく現時点における支援課題と関係機関の役割を明確にするようなアセスメントが優先されることも多く、こうした場合には、ケース・カンファレンスを有効に活用する技術も必要です。
また、アセスメントの力量を高めるためには、「情報を収集・整理する」「それらを解釈・理解する」「具体的で実現可能な支援方針を立てる」という流れを明確に意識することが重要です。
本講座の目的は、アセスメントの力量を高めるために必要な視点や技術を体感していただくことであり、研修効果を高めるために、講義とワークショップを組み合わせて構成します。医療、福祉、教育などの分野で、実際に治療・支援に関わっている専門職の皆さまにお勧めしたい講座です。
近藤　直司　【山梨県立精神保健福祉センター所長、山梨県中央児童相談所副所長】

	開催日・定員・受講料
	金曜日／定員４５名／受講料１２，０００円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

主な著書

　　　　の順
	第１回　２０１０年７月　９日　「いまを見立てる①：アセスメントの基本的枠組み」
担当：近藤直司：山梨県立精神保健福祉センター所長、山梨県中央児童相談所副所長
主な著書
「ひきこもりケースの家族援助－相談・治療・予防－」（編著）金剛出版
「青年のひきこもり」（共著）岩崎学術出版社
第２回　２０１０年７月１６日　「育ちを読みとる①： 子どもの人生」
担当：川畑友二：クリニック川畑院長

主な著書

「治療者のあり方をめぐって」チーム医療

「思春期の患者の面接」（小児科診療）診断と治療

「ライフサイクルの心理療法」創元社

第３回　２０１０年７月２３日　「育ちを読みとる②：発達課題とその援助」
担当：川畑友二
第４回　２０１０年７月３０日　「いまを見立てる②：アセスメントとケースレポートの実際」
担当：近藤直司
第５回　２０１０年９月１０日　「有効なケース・カンファレンスの進め方 」
担当：近藤直司
第６回　２０１０年９月１７日　「意見交換：いまを見立てること、育ちを読みとること」 （２時間）
担当：近藤直司、川畑友二、下山晴彦：東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース教授
下山先生の主な著書

「臨床心理アセスメント入門」金剛出版
「認知行動療法ケースフォーミュレーション入門」金剛出版

「子どもと若者のための認知行動療法ガイドブック」金剛出版


【ご参考：受講生の意見・感想を抜粋しました】
・情報整理の仕方が具体的に示されていたので、とてもわかりやすかった。アセスメントのポイント、ケース会議の進め方で注意すべき点が明確になった。 実際にレポートすることで、自分がケースをどう理解し、何が足りないかが確認でき、たいへんよい経験でした。５分間発表とそれを聞く体験は有益であった。
・「いまから過去をよみとる。行動から過去がみえる」、印象的でとても納得しました。今と育ちのつながりが少しずつわ
　かってきました。思春期の心の動き・問題をわかりやすく説明してくださったので、非常に参考になった。
・意見交換では、先生方の会話のやりとりで学ぶところがたくさんあった。見方（視点）は違っても、それぞれ共通すると

ころがあり、興味深く聞いた。役割分担できるアセスメントの考え方は参考になった。  等々

【2010年度用　講座企画書】
